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WB 1:1000-1:5000,IHC 1:1000-1:4000,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,IP 1:50-
1:200

Calculated MW:53kD;Observed MW:90kD

CD36

CD36;GP3B;GP4;Platelet  glycoprotein  4;Fatty acid  translocase;FAT;Glycoprotein
Illb;GPIIIB;Leukocyte differentiation antigen CD36;PAS |IV;PAS-4;Platelet collagen
receptor;Platelet glycoprotein I1V;GPIV;Thrombospondin receptor;CD36
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：膜。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、血小板表面の4番目の主要糖タンパク質であり、血小板および様々な細胞株においてトロンボスポンジンの受容体として機能します。トロンボスポンジンは様々な接着プロセスに関与する広く分布するタンパク質であるため、このタンパク質は細胞接着分子として重要な機能を有する可能性があります。コラーゲン、トロンボスポンジン、陰イオン性リン脂質、および酸化LDLに結合します。熱帯熱マラリア原虫（Plasmodium falciparum）に寄生された赤血球の細胞接着を直​​接媒介し、長鎖脂肪酸に結合して、輸送および／または脂肪酸輸送の調節因子として機能する可能性があります。この遺伝子の変異は、血小板糖タンパク質欠乏症を引き起こします。この遺伝子には、複数の選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2014年2月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CD36ウサギmAbを用いたマウス脾臓細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。

